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研究ノート
ファジイな状況の下における一般均衡解の存在＊
?
保 郎
一般均衡理論において，消費の選好について無差別な財ベクトルの集合の決定は必ずし
も明確でない点を残している。ある財ベクトルはギに対して正確これと同じ選好水準を
持つ他の財ベクトルメがあったとしても，これは主観的な判断であって必ずしも．その
水準が常に同じである事が100パーセント保証されている訳ではない。 このような場合で
あっても，一般均衡解が存在するのを示したい。
財およびサービスは！種類存在するものとする。各家計は初期賦存盤としてえhi(i= 
1, 2, ・ …·•,/;h=l,2, ……, H)を保有しているものとする。この経済での家計の数は H
であるとする。各家計は効用指標 U を最大にするよう， その予算制約の下に財ベクトル
心を選ぶものとする。
max u(xh) 
S. t. PXh=PXh 
p~O は価格ベクトルである。通常の集合は，ある対象が，その集合に属するか否かは，
はっ＂きりと区別できる。これをクリスプ集合と呼ぶ。これに対して，ファジイ集合とは，
その集合への帰属度を示す，次のようなメンバーシプ関数により特徴ずけられる集合であ
る。
μA :Xぺo,1〕 (1) 
ここで x={れ，な……叫， xEXである場合， ファジイ集合A は次のように示さ
れる。
A=肛 (xi)/功＋叫心屈＋……肛（勾）
゜=~µA(功）／功i=l (2) 
＋は足し算を表しているのではなく，それぞれの要素を示す記号である。また μA(Xりは
xiがどれはどの強さで集合Xに所属しているのかの度合いを示したものである。 μA(X、)
=1であればクリスプ集合 Xの完全な要素であり， μA(山）=Oであれば，功は Xのメ
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ンバーではないのを示している，図はメンバーシプ関数一例である。 ここで μAが連続写
像の場合は
A=f糾 A(x)/x
?
→?
?ー 、??
.r2 
X→ 
で示される。 Xはクリスプ集合であるが， A はファジイ集合である。さて，ここで xi
と無差別である xiEXの集合を R(ぶ， xりで示め事としよう。 しかしながら xiの判
断は必ずしも確信をもって選ばれるのではなく，主観的であり，ファジィネスな判断であ
るのをまのがれられない。このメンバーシプ関数を
邸： R(xi, xりー →〔o,1〕
で示す。邸は連続関数である。このような集合をふとすれば，
S;=f邸 (xi,Xり/(xi,x;) 
である。ここで消費の feasiblesetを YcXとすれば
A戸｛が： max 〔μR(X',Xり，ぶ， X佐 YJ)
iEl 
(3) 
(4) 
(5) 
となるように考える。ここで Iは 1の index集合である。予算制約式を考慮し， Xが
下に有界であることから，集合 A はコンパクトである。そうすると(1), (41式は次のよう
に変更される。
max U=max {µR•u(x), xE:A社
r 
(6) 
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ここで μRfま X の帰属度を示している。 Ah はコンパクトな集合であり，ワイエルスト
ラスの定理を適用すれば， Uを最大にする心が必ず存在する。これを Xh とする。市
場全体の需要を
x=I;xh 
h 
でしめす。約を企業 fの生産ベクトルとする。そうすると経済全体の生産ベクトルは
g=I; 町
f 
となる。初期賦存量えhの合計を
x=I:: ふ
h 
とする。そうすれば超過需要 zは次のようになる。
z(p) =x(p)-y(p)-え (7) 
zは Pに関してゼロ次同時関数であるとする。そうすると Pの各成分に 1/I:拓を掛け
る事により， l次元のシンプレックス s1の要素に Pを閉じ込める事が出来る。
定義 1 
T(p)が s1に所属している点 P をs1の中への写像あるとすれば，この写像は s1から
それ自身の中への写像とよばれる。△
定義 2 
ある p*に対して p*=T(p*)となる場合には， p*は T(p*)の不動点と呼ばれる。△
zER1の各成分について Tは次の条件を反映した写像であるとする。
(1) zの i番目の成分が否(P)>Oであれば T(p)により写像される P の i番目の成
分かは増加する。
(2) z;(p)=Oの場合，その場合に限りかは変化しない。
(3) Z;(p)<Oであれば，かは減少する。
(41 以上の変化を経て， pはシンレックスの要素となるように，調整される。
定理
この経済には均衡が存在する。△
〔証明〕
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ここにプラーワーの不動点定理を適用すれば，
*p= T(p*) 
なる点 P*が存在する。この場合， Tにより価格は変化しない。上の(2)の条件が全て満
たされているので
z(p)=O 
となっている。即ち，経済は均衡にある。ロ
これでファジイな状況のもとでも一般均衡があるのが分かった。
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